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水の過剰供給による地盤内間隙空気圧の発生に関する基礎研究
Fundamental study on accumulation of pore air pressure in geomaterials due to excessive
supply of water
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本研究の目的は水の過剰供給による地盤内の間隙空気圧挙動を 観察および解明することである． 大雨や河川
水位の上昇によって水が過剰に供給される 条件下において，間隙空気圧は有意な効果があるといえる． 本研
究では間隙空気圧を考慮した浸透機構を解明するため， 簡易な一次元浸透実験を行った． その結果，間隙空
気圧が毛管圧力のみで発生する間隙空気圧と 同等となったとき供試体表面に湛水が生じると推測した． さら
に，圧力水頭や毛管圧力に加えて， 飽和帯の重さが間隙空気圧の増加に寄与していることもわかった． 加え
て，豊浦砂と関東ロームについて明らかな性質の違いが認められた． すなわち，乾いた状態や気相率が小さい
状態ではより大きな 最大間隙空気圧を生じやすいということである．
 

地盤材料、水の過剰供給、間隙空気圧
geomaterial, excessive supply of water, pore air pressure

 

HGG12-P01 日本地球惑星科学連合2016年大会

©2016. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - HGG12-P01 -


